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　このたび，論文賞をいただき大変光栄である．第一著者は，

これまで多数のテキスト分析システム構築に従事してきた．お

客様がシステム導入時に感じる不安の多くは，辞書・訓練デ

ータ作成などのチューニング作業についてであった．本論文は，

訓練データ作成工数を低減するための方法と近年発展した構

造データを扱う機械学習手法との乖離解消を動機として始め

た研究である．文の中で重要な部分にのみ正解を付与するこ

とにより，新しい分野での表現に対応するための訓練データを

少ない作業量で作成できる☆ 1．そこで，正解が付与されてい

ない部分があっても構造出力を学習できる手法を開発し，本

論文にまとめた．ここで扱った問題も含め，応用現場は研究課

題の宝庫である．以降では，「あいまい性」をキーワードに，より

大きな課題について論じたい．

　第 1は，データを用いて解きたい問題のあいまい性である．
本論文での問題は，正解がない部分は正解候補が複数存在

する，あいまい性のある訓練データからの学習問題として一般

化できる．類似の問題設定としては，人手で正解をひとつに

定められないデータからの学習 1）や，正解が範囲として与えら

れた回帰 2）などを提案してきた．特に，実際の応用では問題

定義の過程であっても並行して正解付与作業を進めることが

あり，結果としてあいまいな訓練データが作成されることがある．

また，訓練データ作成中に各事例を見ることで問題定義が明

確になることもしばしばある．今後は問題定義と訓練データの

あいまい性を反復的に減少させるための包括的な枠組みの確

立に取り組みたい．

　第 2は，予測のあいまい性である．学習器の予測は誤る可
能性があり，ひとつに絞らずあいまいな出力として扱うことで頑

健性が向上する 3），4）．さらに，複数の予測器を連結する際に

も予測のあいまい性を考慮することは有用であろう．特に自然

言語処理では，複数の予測器を逐次的に繋げたシステムが一

般的であり，前段の誤差がシステム全体に伝播することが以

前から問題視されてきた．予測出力をひとつに固定してしまうこ

とで後段での修正が困難になることが一因である．訓練データ

および予測出力にあいまい性を許す学習方法の発展が，この

ような逐次的システムの頑健性向上に繋がると考えている．

　最後に，本研究を進めるにあたり有益な議論をしてくださっ

た関係各位，本論文に関して貴重なご指摘をくださった査読

者の皆様に心より感謝申し上げたい．
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☆ 1 文献 5）では被験者実験を行い，文全体よりも単語単位での正解付与
の方が作業時間当たりの性能上昇が大きいことを示している．


